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実施報告「第１回日本財団 WORK ! DIVERSITYプロジェクト有識者公開連続講演会」 

 

12 月 3 日（金）14 時半から 16 時、第１回有識者公開連続講演会をオンライン形式で開

催しました。以下、講演会の実施報告です。 

 

１．冒頭報告１ 池田徹 生活クラブ風の村理事長 

「生活クラブ風の村の活動紹介と、ユニバーサル就労推進の経験からの、 

WORK! DIVERSITY プロジェクトへの期待     

 

２．冒頭報告２ 西岡正次 A′ワーク創造館副館長 

「A′ワーク創造館の活動紹介と、長年就労支援の現場で苦心された経験からの、 

WORK ! DIVERSITY プロジェクトへの期待    

 

３【論点 1】地域プラットフォームをいかに作り上げ、全国プラットフォームは 

どのような支援を行うべきか？                      

（池田講師）千葉県で、今後取り組もうとしている事業の紹介。さらに、ユニバーサル就労

での、「法人税相当分の積み立て」で有償コミューターへの謝金支払いを実施している

こと等の説明。 

（西岡講師）「ダイバーシティ就労支援」で障害者就労支援の経験や蓄積に期待するところ

は大きい。すでに生活困窮制度では認定就労訓練事業所となっている障害者就労支援

サービス事業所も多く、また障害者就業・生活支援センターには生活困窮者等就業支援

員が配置されている。日本の障害者割合が世界平均の半分で、ダイバーシティ就労支援

によって、多くのボーダー層が効果的な支援を利用できることになるのではないか。 

 

４．【論点 2】どのような政策・制度改正が必要か？              

（池田講師）障害者就労支援４事業の、障害者以外の就労困難者への適用に期待。当面は、 

   重層的参加支援の活用で対応か。 

（西岡講師）多様な雇用・訓練施策の活用によって支援メニューの拡充が重要。ハローワー

ク・訓練校・自治体・支援事業所等の連携強化が必要。  
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５．視聴者からの主な意見・質問 

（※）ユーチューブ画面には収めていません。 

 〇 認定訓練事業所が機能していない。 

〇 就労困難な人々は、自ら支援機関の窓口に中々来ないのではないか？  

→（池田講師）風の村が行っているユニバーサル就労の窓口にはいろいろな者が来るし、 

いろいろな情報が入る。障害者であっても認定を受ける気がない者も多いが、 

そうした者にも働く場を提供している。それならやってみようという者も来る。 

〇生活困窮者中心になるか？ 

→（池田講師）：そうなると思う。 

〇 将来の職場の見通しがつかない時代になってきた。障害者等へもリカレント教育が 

必要ではないか？ 

 →（西岡講師）職業訓練を積極的に組み込んだ就労支援が今後は必要。 

 

６．講師、最後の一言   

（池田講師） 

〇 厚生労働省の福祉政策は最近大きく変わってきた。重層的支援事業は一つの到達点。 

 社会モデルに沿って地域での対応を変えていこうとしている。但し、生活保護が別枠に 

 なっている等の縦割りが問題、どう崩していくかが大きなポイント。 

 

（西岡講師） 

〇 日本財団ダイバーシティ就労支援事業は重要な問題提起で、自治体にとっては、今まで 

議論していなかった連携が重要になっている。今後の展開を期待。 

 

 


